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	古文書や科学実験機器など所謂”博物資料”に関しては，将来に向けた保存・継承	とともに広く社

会における活用や普及が求められている.発表者らは，これまで	明治・大正期の科学実験機器資料や

教育掛図資料に関する博物資料情報をリポジトリ公開し，それらに対してデジタルオブジェクト識別

子（DOI:	Digital	Object	Identifier）を付与する試みを実施してきた.本発表では，その概要を紹介

するとともに，社会における活用など今後の展望について述べる.	

	

Utilization  and  dissemination  in  the  preservation  and  inheritance and  society  for  the  future  of 
museum  materials have been  demanded. We  have  been constructing academic  resources 
repository to target Scientific Instruments and Wall Charts that created in the Meiji era, 
assigned DOI to each of the information. This paper describes about outline of academic 
resources repository and future prospects. 
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1 はじめに 

昨今の研究データの公開・利活用を目指

すオープンサイエンスや，幅広い社会的な

活用を実現するオープンデータの考え方

の登場によって，古文書や科学実験機器な

ど所謂”博物資料”に関してもより積極

的な資料情報の公開・活用が重要になって

いることは，紛れもない事実である.その

一方で，博物資料の整理・保存・資料情報

の共有については，一部の自然科学分野な

どを除き，これまで各所蔵機関が個別に実

施することが一般的であった.さらに，資

料の存在を肯定する基礎的な情報源とな

る資料目録（資料リスト）についても，未

公開である機関・コレクションも存在す

る.	

著者らは，これまでに自治体や大学等と

連携して，地域に現存する歴史資料の調

査・デジタル化・公開に取り組んできた．

さらに，２０１４年に一般社団法人学術資

源リポジトリ協議会（以下，本協議会）を

設立し，歴史資料など“非文献資料”を含

む学術資料全般を対象にした組織・分野横

断的な情報共有を目指している［1］．本

研究では，明治・大正期の日本において，

教育・研究目的で使用された科学実験機器

および教育掛図資料の資料情報に対して，

デジタルオブジェクト識別子（DOI	

:	Digital	Object	Identifier）を付与

する試みについて報告する［2］.個々の資

料情報に対して，固有識別子を付与するこ

とにより，資料の保存・整理の観点からは

資料の存在肯定の手段が確立され，活用の

観点からは活用成果と学術情報を結びつ

ける効果・役割が期待される［3］.本稿で

は，取り組みの概要について紹介する. 

 

2 一般社団法人学術資源リポジト

リ協議会 

本協議会は，大学等の学術機関や企業・

自治体などの学術資料の保存・活用に関わ

る研究者が中心となり，２０１４年に結成

図１：学術資源リポジトリ協議会 

資料情報表示Web画面	

石川県立自然史資料館所蔵	

「望遠鏡	 地上兼用」 

（http://doi.org/10.18876/00000405）
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された．①学術資料・博物学，人文情報学

等の幅広い学術分野を研究対象とする研

究者，②学術資料・博物資料の所蔵管理・

調査・研究に携わる博物館学芸員や関連す

る職業に従事する者，③学術リポジトリの

構築や運営・学術資料を活用した活動を実

施する企業・団体等に属する者の３者が協

力・連携して，文献・非文献を含む学術資

料全般に関する組織・分野を越えた情報共

有と，それらを対象にした研究・議論の場

の創出を目指している．本協議会では，学

術資料情報の横断的な共有を目的とした

システム・組織両面での基盤の構築を試行

しており，その一環として，以下に示す学

術資料に関する概要・所蔵等の基礎情報の

蓄積・公開を実施している．図１に資料情

報表示Web画面の外観を示す．	

３ 資料情報に対する固有ID付与の

意義 

	博物資料情報にDOIを付与する意義は，

まず第１に博物資料情報に対する引用関

係の明確化である.論文や著書などの文献

上で，博物資料を引用する場合には，これ

まで所蔵機関名および資料名を記述する

ことが一般的であった[4].しかし，文献で

引用された博物資料を特定し，資料のメタ

データの参照を行う場合には，所蔵機関へ

問い合わせるか，過去に刊行された目録を

閲覧する必要があった.これに対して，博

物資料情報にDOIを付与することよって，

他の参考文献と同様に，引用された資料に

関する資料情報へ確実に辿りつくことが

可能となる.さらに，今後，盛んになると

予想される博物資料を活用したミュージ

アムグッズなどの製品においても，QRコー

ド等を使用してDOIを記載することにより，

利用者が資料情報へアクセスすることが

可能となることから，学術性の高い活用製

品の開発が期待される.図２に石川県立自

然史資料館所蔵「植虫等之図」を掲載した

クリアフォルダーの例を示す.	

	第２に，DOIを固有IDとして採用したこ

とで，論文など文献資料と同様に横断検索

の対象となることである.これにより，組

図２：教育掛図資料活用の例 

石川県立自然史資料館所蔵「植虫等之図」

（http://doi.org/10.18877/00000039）を	
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織横断的な資料比較研究や，文献資料と資

料情報を一体的・総合的に扱う新たな研究

環境の構築が実現される.	

	第３に，博物資料の存在肯定手段の確立

である.現在，認知されている博物資料の

大部分が大学や自治体等の所蔵機関に所

蔵されているが，目録等に資料情報が記載

されていない，所謂“未整理資料”が少な

からず存在することは事実である.これま

では，資料調査報告書や目録などの紙媒体

への資料情報の記載資料の存在肯定の代

表的な手段であったが，これに加えて，資

料情報へのDOI付与が資料の存在を社会的

に認知する手段となることが期待される.	

４ サブジェクトリポジトリの公開 

	これまで，古文書やフィルム・科学実験

機器などを中心とした博物資料を対象に

した学術資源リポジトリの構築と運用を

実施してきた.２０１５年１１月に，本協

議会は，ジャパンリンクセンター準会員と

なり，同年１２月より科学実験機器資料お

よび教育掛図資料に関する資料情報を組

織横断的に蓄積した“サブジェクトリポジ

トリ”を公開している.本サブジェクトリ

ポジトリは，約1,000点分の資料情報に対

してDOIを付与し，IRDB経由でのハーベス

ティングに対応している［5］.２０１６年

３月現在，DOIおよびYハンドルに対応した

資料情報は，科学実験機器資料リポジトリ

については４０８件，教育掛図資料リポジ

トリについては，８１９件である.	

５ まとめ 

	本研究では，博物資料情報に対して，

DOI を付与し公開することを試みた.そ

の結果，論文等における博物資料の引用

やミュージアムグッズ等からの資料情報

への参照など，多くの学術的・社会的な

効果が期待されることを確認した.今後

は，DOIを付与する資料情報の纏まり・

粒度に関する基準や，資料情報の精度や

実在性を継続的に維持するために仕組み

について検討および実証を行っていく予

定である. 
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